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研究の全体概要 

軽くて高強度なプラスチック材料は現代の日常生活において欠くことのできない材料であり、世界

中で年間 3億 5000万トン以上が生産されている。一方、プラスチックの大量生産・大量消費は、廃棄

による土壌・海洋汚染や、焼却時に発生する二酸化炭素による温暖化など、重大な環境汚染問題に直結

している。特に、海洋中へと放出されるプラスチックごみ（海洋プラスチックごみ）は年間 800 万ト

ンに及ぶと推定され、環境中へと廃棄された場合でも環境負荷の低い新素材の開発や、廃棄量を減ら

すためのマテリアルリサイクルの構築が強く求められている。これに関して、生分解性プラスチック

の開発が進められているものの、現在の生分解性材料は土壌中の微生物による分解を前提とした設計

であるため、海洋中での分解速度が極めて遅いことが課題として挙げられている。また、リサイクルに

際しても、マテリアルリサイクルではなく、CO2発生を伴う焼却処理によるサーマルリサイクルが主流

であることから、海洋プラスチックごみ問題の解決や、循環経済の実現に向けては、従来の設計の延長

線上には存在しない革新的なプラスチック材料の設計・開発が求められている。 

以上のような要求にむけて本課題では、①微生物や酵素反応を介さずに自律的に分解する高分子材

料を開発する。さらに、②機械的強度に優れるバイオマス由来材料のセルロースナノファイバー（CNF）

へと自己分解機能を組み込むことで、機能性にも優れた海洋分解性バイオマス由来材料の開発へと展

開する。また、これまで実証されていなかった CNF100%材や CNF複合材の資源再生に向け、③自己

分解を介した CNFのマテリアルリサイクル法の構築を行う。以上の開発を通じて、海洋プラスチック

ごみ問題の解決と、廃棄・焼却による CO2排出を削減可能な循環経済の実現に向けた基盤技術を確立

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研究の全体概要図 

 


